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７月29日に町内４保育所でそれぞれ夏祭り
が行われました。浴衣に身を包んだ子供たち
は鳴り響く太鼓と曲に合わせて踊り、夏の夜
を楽しみました。（写真は新地保育所）
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こ
の
事
業
は
一
定

の
地
域
を
対
象
に
し

て
計
画
す
る
も
の
で
、

現
在
計
画
中
の
駅
前

の
区
画
整
理
事
業
の

一
部
を
組
み
入
れ
、

駅
前
か
ら
愛
宕
住
宅

ま
で
の
84
㌶
を
一
つ

の
区
域
と
し
て
計
画

し
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
か
ら
平
成
20
年
度

ま
で
の
主
な
事
業
計
画
は
右
上
表

人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
活
力
あ

る
町
づ
く
り
の
た
め

に
、
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
新
地
駅
前
周

辺
整
備
は
、
土
地
区

画
整
理
事
業
が
な
か

な
か
進
ま
な
い
状
況

が
続
い
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
で
は
こ

れ
ま
で
、
町
営
住
宅

建
設
に
つ
い
て
は
、
公
営
住
宅
整

備
事
業
と
い
う
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を

利
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
の
財

政
が
厳
し
く
な
る
に
つ
れ
て
縮
小

さ
れ
、
予
算
が
確
保
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
国
で
は
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
な

ど
の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
地

域
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
と
地

域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
を

創
設
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
、
新
地
駅
前
周
辺
整
備
と
愛
宕

団
地
の
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
関
係
者
自
ら
が
こ
の

地
区
を
整
備
し
た
い
と
、
平
成
13

年
に
約
50
人
の
土
地
所
有
者
の
中

か
ら
９
人
の
方
に
よ
る
「
準
備
会
」

が
発
足
し
、
町
の
援
助
を
受
け
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と

い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
新
地
駅
前
周

辺
の
生
活
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

に
も
弾
み
を
つ
け
た
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
新
地
駅
前
広
場
・
中
島

公
園（
仮
称
）・
そ
れ
に
つ
な
が
る

県
道
な
ど
の
整
備
を
、
駅
前
周
辺

整
備
の
計
画
に
組
み
入
れ
ま
し
た
。

新
地
駅
前
周
辺
に
つ
い
て
は
、

駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
交

通
安
全
を
図
る
と
と

も
に
、
仙
台
圏
な
ど

へ
の
通
勤
者
の
た
め

の
住
宅
市
街
地
と
し

て
土
地
区
画
整
理
事

業
が
計
画
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
整
備
の
方

式
を
ど
の
よ
う
に
す
る

か
な
ど
の
問
題
か
ら
、

新
地
駅
前
周
辺
整
備
の
主
な
事

事　　業　　名 期　間 規　　模

新地駅前
周辺整備

JR新地駅前広場 H17～18 A=2,000

中島公園（仮称） H20 A=4,000

県道金山新地停車場線改良 H17～18 L=220m

県道新地停車場釣師線改良 H18～20 L=460m

愛宕団地建て替え H16～20 24戸

町道愛宕線改良 H16～17 L=340m
町営住宅
等 整 備

町
営
住
宅
愛
宕
団
地
は
、
本
町

で
は
最
初
の
町
営
団
地
と
し
て
昭

和
40
年
代
に
建
築
さ
れ
、
多
く
の

住
宅
困
窮
者
に
対
し
て
そ
の
役
割

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

老
朽
化
や
現
在
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、

若
者
に
敬
遠
さ
れ
る
団
地
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
平
成
15
年

度
に
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
計

画
を
策
定
し
、
建
て
替
え
と
町
道

の
改
良
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
を
活
用
し
て
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
現
在
の
53
戸
の
う

ち
38
戸
を
取
り
壊
し
、
木
造
平
屋

建
て
を
６
棟
12
戸
（
２
Ｋ
）
と
、

木
造
２
階
建
て
を
６
棟
12
戸
（
３．

Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
の
24
戸
を
平
成
20
年
ま

で
に
新
た
に
建
て
替
え
る
計
画
で

す
。
ま
た
、
急
勾
配
で
幅
員
も
狭

く
歩
道
も
な
か
っ
た
町
道
愛
宕
線

の
改
良
工
事
を
併
せ
て
行
い
、
団

地
住
民
の
交
通
安
全
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

現
在
、
町
営
住
宅
愛
宕
団
地
で

は
、
14
戸
の
既
存
住
宅
解
体
工
事

と
敷
地
造
成
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
今
年
度
に
は
２
階
建
て
３

棟
６
戸
を
完
成
さ
せ
、
平
成
18
年

３
月
頃
に
は
、
入
居
者
の
募
集
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

役
場
都
市
計
画
課

（

２
１
１
３
）

まちづくり交付金を活用した駅
前周辺整備と愛宕団地の建て替え
に併せて、同地域約84ヘクタール
については、７月15日付で住居系
を中心とした都市計画用途地域の
指定を行いました。（指定内容は、
本年５月20日号の広報しんちに掲
載したとおり）

用途地域の指定を行うことで、
この地域は、将来とも良好な住環
境が保全され、併せて新しく整備
される街並みは、地区計画を導入
することで良好な街並み形成を行
うことが可能となります。

の
と
お
り
で
、
５
年
間
の
総
事
業

費
は
９
億
５
千
２
百
万
円
。
新
地

駅
前
周
辺
整
備
で
は
、
新
地
駅
前

広
場
と
中
島
公
園
整
備
の
ほ
か
県

道
の
改
良
を
、
町
営
住
宅
等
整
備

事
業
で
は
、
愛
宕
団
地
の
建
て
替

え
と
町
道
愛
宕
線
の
改
良
を
行
う

計
画
で
す
。

業
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
「
事
業
計
画

内
容
」
の
と
お
り
で
す
が
、
今
年

度
は
、
県
道
金
山
新
地
停
車
場
線

と
新
地
駅
前
広
場
整
備
の
た
め
の

調
査
を
行
い
ま
す
。



任
期
満
了
に
伴
う
町
農
業
委
員

会
一
般
選
挙
の
告
示
が
７
月
５
日

に
行
わ
れ
、
定
数
13
に
対
し
て
13

人
が
立
候
補
、
無
投
票
で
当
選
が

決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
議
会

か
ら
の
推
薦
２
人
と
、
農
業
共
済

組
合
、
農
業
協
同
組
合
、
土
地
改

良
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
人
の
推
薦

委
員
の
改
選
も
行
わ
れ
、
併
せ
て

18
人
の
新
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

７
月
20
日
に
は
総
会
を
行
い
、

会
長
に
林
功
さ
ん
、
職
務
代
理
に

水
戸
樹
一
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。任

期
は
、
平
成
17
年
７
月
20
日

か
ら
平
成
20
年
７
月
19
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（

敬
称
略
）

【
一
般
選
挙
】

・
林
　
　
　
功
（
会
長
・
上
真
弓
）

・
水
戸
　
樹
一

（
職
務
代
理
・
新
地
町
）

・
阿
部
　
庄
一
（
城
内
）

・
渡
辺
　
宗
一
（
明
地
）

・
水
戸
　
好
美
（
杉
目
）

・
阿
部
　
公
一
（
今
泉
）

・
渡
部
　
重
義
（
高
田
）

・
齋
藤
　
　
一
（
沢
口
）

・
渡
邊
　
巖
夫
（
小
川
）

・
菅
野
　
　
修
（
今
泉
）

・
黒
　
　
幸
則
（
岡
）

・
菊
地
　
勝
義
（
富
倉
）

・
橋
本
　
正
純
（
藤
崎
）

【
町
議
会
推
薦
】

・
高
橋
　
　
武
（
今
神
）

・
荒
　
　
信
也
（
木
崎
）

【
農
業
共
済
組
合
推
薦
】

・
小
山
田
正
一
（
新
町
）

【
農
業
協
同
組
合
推
薦
】

・
加
藤
　
文
和
（
杉
目
）

【
土
地
改
良
区
推
薦
】

・
目
黒
　
清
幸
（
釣
師
）

10月１日、国勢調査が全国一斉に行われます。国勢
調査は、日本に住んでいるすべての方を対象として行
う大規模な統計調査です。

我が国の人口・世帯の実態を明らかにし、少子高齢
社会への取り組みやまちづくりなどの基礎資料を得る
ための大切な調査になります。

役場企画振興課（ ２１１２）

日
本
で
最
初
に
国
勢
調
査
が
行

わ
れ
た
の
は
、
１
９
２
０
年
（
大

正
９
年
）
で
、
以
来
５
年
ご
と
に

実
施
さ
れ
、
今
回
で
18
回
目
を
迎

え
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
の
人

口
、
世
帯
、
就
業
者
か
ら
み
た
産

業
構
造
な
ど
の
状
況
を
地
域
別
に

明
ら
か
に
す
る
統
計
を
得
る
た
め

に
行
わ
れ
る
、
国
の
最
も
基
本
的

な
統
計
調
査
で
す
。
現
在
、
日
本

の
人
口
は
一
貫
し
て
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
が
、
近
い
う
ち
に
減

少
に
向
か
う
も
の
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
平
成
17
年
の
国
勢
調
査

は
、
こ
の
よ
う
な
人
口
の
転
換
期

に
あ
る
我
が
国
の
最
新
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
今
年
の
12
月

に
人
口
や
世
帯
数
の
速
報
値
を
公

表
し
ま
す
。
そ
の
後
、
年
齢
別
人

口
、
世
帯
の
状
況
な
ど
詳
し
い
統

計
デ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
順
次
集

計
・
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
重
要
な
基

礎
資
料
と
し
て
役
立
て
て
い
き
ま

す
。

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
調
査
に

協
力
で
き
る
よ
う
に
、
調
査
関
係

者
が
調
査
表
に
記
入
さ
れ
た
内
容

を
他
に
も
ら
し
た
り
、
調
査
票
を

統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
用
す

る
こ
と
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ま
ず
、
９
月
下
旬
に
調
査
員
が

み
な
さ
ん
の
お
宅
に
お
伺
い
し
、

世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
お
配
り
し

ま
す
。
調
査
票
が
届
い
た
ら
、「
調

査
記
入
の
仕
方
」
を
よ
く
読
ん
で

も
れ
な
く
記
入
し
ま
す
。

調
査
す
る
内
容
は
、
世
帯
全
員

の
男
女
の
別
、
出
生
年
月
、
就
業

状
態
、
通
勤
・
通
学
地
、
住
宅
の

種
類
な
ど
17
項
目
で
す
。

記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、

調
査
員
が
10
月
10
日
ま
で
に
受
け

取
り
に
お
伺
い
し
ま
す
。
記
入
に

関
し
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
調
査
員
に
遠
慮
な
く
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
の
調
査
員

に
つ
い
て
は
、
９
月
５
日
号
の
広

報
し
ん
ち
で
紹
介
し
ま
す
。

正
し
い
統
計
を
得
る
に
は
、
正

確
に
回
答
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
調
査
票

が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
不
正

確
・
不
完
全
な
回
答
だ
っ
た
り
す

る
と
、
調
査
の
目
的
で
あ
る
統
計

が
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
精
度

の
低
い
統
計
と
な
っ
て
し
ま
う
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
統
計
法
及
び
国
勢

調
査
令
で
は
、
調
査
に
対
す
る
一

人
ひ
と
り
の
申
告
の
義
務
に
つ
い

て
定
め
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

集
計
が
終
わ
っ
た
後
は
す
べ
て
溶

か
し
て
再
生
紙
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。



わたしが小学６年生だったときのある日、わたしの先生が教室に入ってきま
した。先生はわたしたちに大事業を与えると話しました。わたしたちは３ヵ月
間、毎日午後になるとその大事業に取りかかりました。その事業とは宿題のよ
うなものだと思いますか？わたしたちがもっと知りたいと思っている、世界中
のことを何でもよいので調べるというのが、大事業の内容でした。象について
調べる子、野球について調べる子、わたしの親友は飛行機について調べました。
ある友だちはイルカについて調べました。その他、カリフォルニア、アメリカの
政治、クリスマス、電車、オリンピック、ユダヤ教、グランド・キャニオンなど、大
事業の内容は数え上げたらきりがないほどたくさんありました。その事業の良
いところは、自分の興味のあることについて、理解を深めるチャンスが与えら
れたという点でした。では、わたしの大事業の内容は何だったと思いますか？正
解は日本について調べることでした。

なぜ日本を選んだと思いますか？きっかけは、わたしの父がわたしに話して
くれたみやげ話に関係しています。父は、わたしたちが大事業にとりかかる前
の週に日本からアメリカに帰ってきました。空港から家に向かって車で移動し
ている間、父はわたしに、日本滞在中に起きたびっくりする出来事について話し
てくれました。父が、車の中で日本での出来事を詳しく話しているとき、わたし
はその話は本当なのかと父の顔を疑いのまなざしで見ながら話を聞きました。

父が日本に滞在していたときのある日、雨が強く降っていました。父は東京
で道に迷い、滞在する予定のホテルを探していました。雨のせいで、父のお気に
入りのスーツが雨でびしょびしょになった状態で、通りを歩いていた男性に近
づいていきました。その男性はある程度英語が話せて、自分のことをホテルまで
案内してくれるのではないかと期待して。父は男性に近づき、Where（どこ）、Lost

（道に迷った）、Help（助けて）、Please（どうぞ）の４つの英単語を言いました。
彼は全く英語を話しませんでした。しかし、父が何らかの助けを必要としている
ことは理解したようです。男性は、父の頭の先から足の先まで見て、「私、英語
がだめなんです。」といい、父に自分がさしていた傘を渡し、どしゃぶりの雨の中
を歩いて去って行きました。

人を助ける方法、人に親切にする方法を十分に心得ているアメリカ人はそう
多くありません。先ほどの日本での出来事は、アメリカではあまり遭遇しないこ
とです。それだけに、当時幼かった私にとって、いまだに忘れられない強い衝撃
を与えられました。そんなわけで、わたしは日本について調べることを大事業と
して選びました。そして、大学卒業後ALT（英語指導助手）として日本で働きた
いと申し込み、新地で２年間を過ごしたわけです。

新地町民の仲間入りをしたことは、わたしにとって大きな喜びでした。町中の
人々が、わたしのことを温かく受け入れてくださったことに対し、心の底からみ
なさんにお礼を言いたいです。新地での２年間は、わたしの人生のなかで最もす
ばらしいひとときでした。日本に来る前に想像していたよりも、日本について、
そして自分自身について多くのことを学びました。新地で過ごすことによって、
わたしの父が以前わたしに話してくれた、日本人の親切な気持ちや行動につい
て直接肌で感じることのできる特権を与えられたのだとわたしはとらえていま
す。これからも、日本について、特にわたしの第二の故郷となった新地について
考えを深めていくと思います。

「楽しいことをしているときには、時間はあっという間に過ぎてしまう」とい
う英語のことわざがあります。新地での生活は、まさにそのことわざの通りでし
た。郡山から車で新地にやって来たことが昨日のことのように感じます。です
から、もう飛行機に乗って故郷へ帰るときがこんなにも早くきてしまったのか
あというのが実感です。

帰国後の新しい仕事については、まだはっきりとは決まっていません。わたし
の夢は作家になることです。わたしの書いた本が本屋で発売されたら、ぜひ買っ
てくださいね。ヨロシク・オネガイ・シマス。新地での生活をつづった本も書くか
もしれません（たぶん）。

終わりに、ありがとう、ありがとう、ありがとうございました。新地町を離れる
のが寂しいですし、新地のみなさんに会えなくなるのがとてもさびしいです。ま
た会いましょう。

和訳：尚英中学校　遠藤敦子先生

One day, as a 6th grade Elementary School student, my teacher
walked into our classroom and told us that she was going to give us a big
project, and we would spend every afternoon working on it for the rest
of the school year, which was about 3 months. The assignment? Any-
thing in the world that we wanted to know more about. Some kids chose
elephants, others chose baseball. Some chose California, others chose
dolphins. Airplanes, Christmas, U.S. government, trains, The
Olympics, Judaism, The Grand Canyon, the list went on and on.  The
beauty of it was that it we were given the chance to deepen our knowl-
edge about something that fascinated us in some way or another. What
did I choose?  Japan.

Why Japan?  Honestly, it was because of a story that my dad told me.
He had just returned from Japan the week before the announcement of
our new project. And while we were driving back from the airport, he
told me about something amazing that happened to him while he was
there.  As he recounted the story to me in the car, I could still see the dis-
belief on his face.

On one of his last days there, it was raining very heavily.  He was quite
lost in Tokyo and trying to find his hotel.  Completely soaked in one of
his nicest suits, he went up to a stranger on the street, hoping that he might
be able to speak some English and direct my dad to his hotel.  So, he
approached this old Japanese man and said…“Where”….“Lost”.…

“Help”….“Please”.  The old man spoke no English, but could see that
my father needed some help.  So he paused for a second, looked my dad
up and down, said,“Sorry…no English,”gave my dad his umbrella and
walked off into the pouring rain.

Now, not many Americans can fully understand thatlevel of hodpital-
ity. It is not something that you would likely find on a rain-soaked syrret
in America. And as a young boy, it made an impression on me that I will
never forget. It is why I chose Japan as the thing in this world that I most
wanted to learn about. It is why I applied to the JFT Program. And it is
why I spent the last two years of my life living here.

It has been my absolute pleasure to be a member of your community.
And I thank you from the bottom of my heart for always making me feel
welcome around town. I can truthfully say that these past two years have
been the most amazing of my life, and I have learned more about Japan
and about meself than I ever could have imagined. It has been such a priv-
ilege to see first-hand the Japanese hospitality that my dad once told me
about. And I will long consider Japan, and especially Shinchi, my sec-
ond home.

There is a saying in English that goes,“Time flies(moves fast)when
you are having fun.”And did it ever! It seems like yesterday I was dri-
ving from Koriyama to Shinchi to begin a new chapter in my life, so I
can hardly believe that I will be getting back on a plane and returning
home so soon.

I am not yet sure what career I will choose. My dream is to become an
author. So, if you see a book of mine on the bookshelf, pleasa buy it.
Yoroshiku Onegaishimasu. Maybe I will even write one about my
experience here in Shinchi! We will see...

In closing, thank you. Thank you. Thank you. For everything, truly, I
will miss you all very much. Till next time, I will see you around! 

尚
英
中
学
校
の
英
語
指
導
助

手
と
し
て
ト
ム
先
生
に
か
わ
り
、

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
先
生
が
就
任
し
、

あ
い
さ
つ
の
た
め
７
月
28
日
に

来
庁
し
ま
し
た
。

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
先
生
は
、
夏

休
み
期
間
中
は
、
主
に
英
語
弁

論
大
会
に
出
場
す
る
生
徒
の
指

導
に
あ
た
り
、
２
学
期
か
ら
授

業
を
行
う
予
定
で
す
。

●ベンジャミン・ロビンソン
（Benjamin Robinson）

●米国ニュージャージー州出身
●Rutgers大学（アメリカ）卒、

ハンブルグ大学（ドイツ）留学
●趣味：音楽鑑賞、空手、テ

ニス、旅行、読書
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町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
第

４
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
７

月
７
日
、
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

で
、
第
１
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が

７
月
15
日
に
新
地
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
真
剣
に
プ
レ
ー
す
る

中
で
も
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
プ
レ

ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
優
　
勝:

渡
辺
八
重
子
（
富
倉
）

▼
準
優
勝:

吉
田
　
愛
子
（
藤
崎
）

▼
３
　
位:

森
　
　
英
郎
（
渋
民
）

◇
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

▼
優
　
勝:

加
藤
静
枝
（
原
相
善
）

▼
準
優
勝:

寺
島
幸
一
（
釣
師
）

▼
３
　
位:

吉
村
義
光
（
埒
浜
）

町商工会では、今年の３月にまちづくり支援事業を活用し
て整備された「真弓清水」を管理する真弓地区自治会（大槻
功一会長）に７月３日、桜の苗木を10本贈りました。

苗木は、商工会の会員と真弓地区自治会の方が力を合わせ、
満開になる日が一日でも早く来ることを願い、真弓清水周辺
に植樹されました。

社会を明るくする運動は、昭和26年に始まって以来、毎年
全国４００万人以上が参加する国民的運動になっており、毎
年７月が「社会を明るくする運動の強化月間」となっています。

社会を明るくする運動新地町実行委員会では７月１日、町内
各地で町民の方や通学の高校生たちにポケットティッシュとチ
ラシを配り、青少年の非行防止と健全育成を呼びかけました。

道路を見通しよく、安全に通行してもらおうと、町建設業
組合（角田義正組合長・８社）では７月６日、背中振山田線
と駒ヶ嶺小学校線などで伐採・除草作業を行いました。

この奉仕作業は、毎年行われているもので、町道に張り出
している立木の伐採や道路脇の雑草の除草、投げ捨てられた
空き缶などを拾いなどしました。

原町たばこ販売協同組合に加盟する町内の組合員20名が７
月６日、たばこ投げ捨て防止のスモーキンクリーン活動を行
い、新地駅構内とその周辺を清掃しながら喫煙マナーの向上
をアピールしました。

会員たちは、そろいの緑のエプロン姿で、マナーの悪い喫煙
者が投げ捨てたたばこの吸い殻などを拾い集め、マナーを守
った喫煙を呼びかけていました。

７月16日から25日までの10日間、夏の交通事故防止県民総
ぐるみ運動が展開されました。

町でも、運動前日の15日に、相馬警察署や町交通対策協議
会、町交通安全母の会、町交通指導員ら関係者約１００人
が参加し、役場前駐車場において出動式を行いました。

式では、相馬警察署長、町長、安全協会長のあいさつの後、
新地保育所の子供たち23名が交通安全の誓いを述べました。

新地地区世代間交流会が７月17日、農村環境改善センタ
ーで行われ関係者・出演者約200人が参加し、交流を深めま
した。

アトラクションでは、踊りや歌、伝統芸能など出演者たち
は、日ごろの練習の成果を披露しました。

町では、各種スポーツ大会に出場する選手やチームに激励金を贈りました。
（敬称略）

鈴木拓弥（尚英中２年）
・第24回全日本クラブ卓球選手権大会

鈴木翔太（駒ヶ嶺小５年）
・第24回全日本クラブ卓球選手権大会・平成17年度全日本卓球選手権大会
・第23回全国ホープス卓球大会

吉田明弘（相馬高校３年）
・第37回全日本ジュニア柔道体重別選手権大会
・第58回福島県総合体育大会

志藤雅一（相馬高校３年） 横山善樹（相馬高校３年）
畠山　裕（相馬高校２年） 横山知樹（田村高校１年）

・第58回福島県総合体育大会

尚英ガッツＪＶＣ
・ペプシカップ第25回記念全日本バレーボール小学生全国大会

（7月31日開催、準優勝）
・第58回福島県総合体育大会スポーツ少年団大会

尚英中学校サッカー部
・ろうきん杯争奪第16回福島県ユース（Ｕ-15）サッカー選手権兼第17回高

円宮杯ユース（Ｕ-15）サッカー選手権福島県大会
新地サッカー部スポーツ少年団

・第34回東北地区サッカースポーツ少年団交流大会兼第25回東北ブロック
スポーツ少年団交流大会

柳澤大志（福田小５年） 草刈瑞樹（福田小３年）
柳澤　晃（福田小２年） 佐藤直哉（福田小１年）
門馬友郎（福田小１年）

・第５回全日本少年少女空手道選手権大会



睡
眠
は
、
私
た
ち
が
生
命
を
維

持
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
睡
眠
不
足
が
続
く
と
注
意

力
の
低
下
な
ど
を
招
く
上
に
、
う

つ
病
な
ど
の
病
気
と
の
関
連
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
を
休
め
る
、
け
が
の
修
復
・

成
長
、
ス
ト
レ
ス
の
発
散
（
夢
を

見
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ

せ
る
役
割
も
あ
る
）、
記
憶
の
固
定

な
ど
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
毎
日
眠
く
な
る
の
は
、

次
の
２
つ
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

①
疲
れ
る
と
眠
く
な
る
『
睡
眠
物

質
』脳

や
体
が
疲
れ
る
と
、
睡
眠
を

促
す
物
質
が
蓄
積
さ
れ
る
。

②
夜
に
な
る
と
眠
く
な
る
『
体
内

時
計
』

生
物
に
は
「
昼
活
動
し
、
夜
間

に
眠
る
」
と
い
う
生
活
リ
ズ
ム
が

あ
り
、
そ
の
リ
ズ
ム
は
「
体
内
時

計
」
が
司
っ
て
い
る
。

保
育
士
「
お
へ
そ
を
出
し
て
い
る

と
カ
ミ
ナ
リ
さ
ん
に
と
ら

れ
る
よ
」

こ
ど
も
「
先
生
！
お
風
呂
に
入
っ

て
い
る
と
き
は
ど
う
し
た

ら
い
い
？
」

子
ど
も
の
能
力
は
す
ぐ
れ
て
い

て
、
教
え
れ
ば
幼
い
子
ど
も
で
も

読
み
書
き
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
早
く
覚
え
る
の

が
良
い
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
個
人
差
が
あ
る
の
で
、
そ
の

子
に
合
わ
せ
た
ペ
ー
ス
で
覚
え
る

の
が
い
い
で
す
ね
。
読
み
書
き
が

楽
し
み
に
な
る
よ
う
に
家
庭
で
も

工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

17
日

新
地
保
育
所

19
日

各
保
育
所

体
内
時
計
の
仕
組
み
は
、
脳
の

視
神
経
が
交
叉
す
る
部
分
の
上
の

「
視
交
叉
上
核
」
が
担
っ
て
い
ま

す
。
毎
朝
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ

と
で
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
正
し
く

刻
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
温
は
昼
間
に
高
く
な
り
、
夜

に
な
る
と
低
く
な
り
ま
す
。
ま
た

睡
眠
物
質
の
一
つ
で
あ
る
「
メ
ラ

ト
ニ
ン
」
は
、
光
を
浴
び
約
14
時

間
後
に
分
泌
が
増
え
始
め
、
眠
気

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

・
眠
く
な
っ
て
か
ら
床
に
つ
く

・
昼
間
（
特
に
午
前
中
）
に
太
陽

の
光
を
浴
び
る
と
体
内
時
計
が
調

整
さ
れ
ま
す
。

・
刺
激
物
の
カ
フ
ェ
イ
ン
や
た
ば

こ
、
ア
ル
コ
ー
ル
等
を
避
け
る

（
寝
酒
は
寝
付
き
は
よ
く
な
る
も
の

の
眠
り
が
浅
く
な
る
の
で
避
け
た

方
が
よ
い
）

保
育
所
で
は
自
分
の
手
や
指
を

自
由
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
よ

う
に
絵
を
描
か
せ
た
り
、
粘
土
や

砂
で
遊
ば
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
歳
児
か
ら
教
材
も
取

り
入
れ
て
い
て
、
文
字
や
数
の
指

導
計
画
も
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
イ
ン
ペ
ン
や
鉛
筆
に
慣
れ
さ

せ
る
線
あ
そ
び
な
ど
。

正
し
い
鉛
筆
の
持
ち
方
の
指
導
、

絵
本
の
拾
い
読
み
、
10
ま
で
の
数

字
を
か
ぞ
え
る
な
ど
。

正
し
い
鉛
筆
の
持
ち
方
の
指
導
、

自
分
の
名
前
を
書
く
、
50
音
を
読

む
、
１
０
０
ま
で
か
ぞ
え
る
な
ど

就
学
を
意
識
し
た
活
動
。

り
想
像
力
や
読
解
力
が
育
つ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
お
母
さ
ん
ど
う

読
む
の
？
」「
こ
れ
い
く
つ
？
」
と

聞
か
れ
た
ら
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
機

会
を
見
逃
さ
ず
教
え
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
の
気
持
ち
と
能

力
の
両
輪
が
揃
っ
た
と
き
に
教
育

が
は
じ
ま
り
ま
す
。

夏
は
寝
苦
し
い

夜
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
身
体

と
環
境
を
整
え
、

睡
眠
の
質
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

文
字
を
覚
え
る
前
に
絵
本
を
た

く
さ
ん
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
よ

型破りな父に翻奔さ
れる家族を、少年の視点
から描いた長編。21世紀
を代表する新たなるビル
ドゥングスロマン。

『サウスバウンド』
奥田　英朗

流れ星からのおくりも
ので宇宙のひみつをさが
す旅に出た２人の男の子
が、自然界の主からここ
ろの大きさや大切さを学
んでいく冒険ファンタジ
ー。

『流れ星のおくりもの』
池田　大作

今から１万年前に絶
滅した大型哺乳類動物、
マンモス。世界初公開と
なるユカギルマンモスの
３次元画像を多数掲載
するとともに、北極シベ
リアの発掘地における調
査と、日本での大型Ｃ
Ｔによる計測の過程を追
う。

『１万８０００年の時を経て甦るマンモス』
鈴木　直樹

「約束しただろ？ぼく
はいつだってランディの
そばにいるよ」ずっと一
緒。きみとぼく。ふたつ
の心。ゾウ使いの夢をか
なえ、逝ってしまった少
年と、ちび象ランディの
愛と勇気の物語。

『ちび象ランディと星になった少年』
坂本　小百合

『あいくるしい』 野島　伸司
『ＡＭＥＢＩＣ』 金原ひとみ
『ミス・吸血鬼に幸いあれ』 赤川　次郎
『“教祖”降臨』 児玉　　博
『Ｚガンダムマスターズガンプラ製作実例40選』

『ハピーのだいぼうけん』 やなせたかし
『松岡修造のカッコいい大人
になるための７つの約束』 松岡　修造

『貯金箱を作ろう』 毛利　祐子

『デイ・アフター・トゥモロー』（館内視聴用）
『ポケットモンスター アドバンスジェネレーション』

『ＮＥＶＥＲ　ＧＯＮＥ』
ＢＡＣＫＳＴＲＥＥＴ　ＢＯＹＳ

『オリビア』 オリビア・ニュートン・ジョン



◎場所は保健センター

・
故
遠
藤
フ
ミ
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
遠
藤
正
文
さ
ん（
岡
）よ
り
10

万
円

・
故
渡
邊
義
光
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
渡
邊
淳
子
さ
ん
（
大
山
田
）

よ
り
20
万
円

※平日の修理は上記業者にお申し込みください。

・
渡
部
隆
雄
さ
ん（
杉
目
）よ
り
５

万
円
／
林
ナ
ミ
子
さ
ん
（
上
真
弓
）

よ
り
キ
ャ
ベ
ツ
30
個
／
白
石
カ
ツ

さ
ん
（
今
神
）
よ
り
座
布
団
30

枚
／
黒
　
金
満
さ
ん
（
岡
）
よ
り

さ
や
い
ん
げ
ん
９．
５
㌔
／
滝
波
博

さ
ん
（
今
泉
）
よ
り
南
瓜
６
個

・
只
野
和
子
オ
カ
リ
ナ
教
室
よ
り
オ

カ
リ
ナ
演
奏
12
人
／
特
養
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
33
回
70
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
２

回
３
人
／
新
地
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

１
回
２
人
／
漁
協
婦
人
部
３
回
８

人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
３
人
／
民
生

委
員
１
回
28
人
／
今
泉
夫
婦
会
１

回
４
人
／
ひ
ま
わ
り
の
家
２
回
４

人
／
新
地
高
等
学
校
１
回
９
人

第14行政区（渋民・藤崎・
今神）の行政区長さんが変
更になりました。

新行政区長は木村善治
さん（渋民）です。

任期は平成17年８月１日
～平成19年３月31日です。

戦
後
60
年
の
節
目
に
あ
た
り
、

先
の
大
戦
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
戦
没
者
の
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

８
月
15
日

午
前
10
時
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

町
健
康
福
祉
課(

２
９
３
２)

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
「
夏
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。

８
月
20
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

「
魔
法
戦
隊
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ

ー
」（
終
了
後
握
手
会
実
施
）

・
１
回
目
　
午
前
11
時
30
分
〜

午
後
０
時
15
分

・
２
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜

午
後
３
時
15
分

「
で
ん
き
工
作
縁
日
」「
フ
ワ
フ
ワ

ビ
ッ
ク
マ
ウ
ン
テ
ン
ス
ラ
イ
ダ
ー
」

「
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
」「
縁
日
」

新
地
発
電
所
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
（

４
７
２
２
）

現在、新地町では第４次新地町総合計画の「後期基本計画」に反映
させるため、町内在住の２０歳以上の方から無作為に１,０００人を
選び、まちづくりアンケートにご協力をいただいております。

対象となった方には、すでにアンケート用紙を郵送しておりま
すので、ご記入頂き、８月12日 までに返信用封筒に入れて返信
してください。ご協力をお願いします。

町企画振興課（ ２１１２）

県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
は
、
次
の
日
程
で
「
肢
体
不

自
由
者
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

８
月
12
日

午
後
１
時
〜
３
時

富
岡
町
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

８
月
26
日

午
後
１
時
〜
３
時

県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

会
場

医
療
相
談
、
補
装
具
の

交
付
・
修
理
等
の
相
談
。

身
体
障
が
い
者
手
帳

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課
（

２
９
３
１
）

８月27日
午後２時～４時
観海堂

小野トメヨさん（中島）ほか、
町内語り部のみなさん。

町教育委員会
（ ４４７７）

８月８日 ～12日
13日 午前９時30分～午後４時

相馬社会保険事務所（ ５１７３）

社
会
福
祉
法
人
し
ん
ち
福
祉
会
で

は
次
に
よ
り
職
員
（
臨
時
含
む
）
を

募
集
し
ま
す
。

・
看
護
職
（
看
護
師
等
）
若
干
名

・
介
護
職
（
介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル

パ
ー
等
）

若
干
名

・
福
祉
業
務
に
理
解
と
熱
意
が
あ

り
、
元
気
で
や
る
気
の
あ
る
方
。

・
町
内
在
住
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

し
ん
ち
福
祉
会
規
定
に
よ
る

し
ん
ち
福
祉
会
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
内
）
に
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
者
に
直
接
通
知
し
ま
す

町
で
は
、
今
年
も
パ
ソ
コ
ン
教

室
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
、

エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
表
計
算
な
ど

仕
事
や
学
習
に
役
立
て
る
講
習
を

行
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

９
月
５
日

、
７
日

、
９
日

、

12
日

、
15
日

午
後
７
時
〜
９
時

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
、
表
の

作
成
・
編
集
、
数
式
と
関
数
、
グ

ラ
フ
作
成

15
名

・
パ
ソ
コ
ン
経
験
者
で
文
字
入
力

の
で
き
る
方
。

・
18
歳(
高
校
生
不
可)

以
上
の
新

地
町
民
対
象
。

２，

３
１
０
円(
テ
キ
ス
ト
代)

筆
記
用
具

８
月
19
日

以
降

に
、
新
地
公
民
館
へ
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）昨

年
開
催
し
た
エ
ク

今年も南狼沢地内に、５万本の
ひまわりたちが顔を出しました。
見ごろの時期は、８月10日ころか
ら１週間程度です。

入場は無料ですので、皆さんお
誘い合わせのうえ、ご来場ください。

８月10日 ～21日
町観光協会（ ２１１２）

セ
ル
講
習
を
受
講
さ
れ
て
い
な
い

方
を
優
先
し
ま
す
。

新
地
公
民
館
（

２
０
８
５
）

８
月
22
日

ま
で

し
ん
ち
福
祉
会
（

５
１
１
１
）

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
に
よ
り
登
録
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

若
干
名

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
取
得
者
で
、
高
齢
者
福
祉
に
理

解
と
熱
意
の
あ
る
方
。

登
録
ヘ
ル
パ
ー
就
業
規
則
に
よ
る

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
履

歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
22
日

ま
で

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会

（

４
２
１
３
）

福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田30番地 

http://www.shinchi-town.jp

ふ
れあ
いと創造のまち

経
済
的
な
理
由
か
ら
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
保

険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
種
類
は
「
全
額
免
除
」

「
半
額
免
除
」「
30
歳
未
満
の
納
付

猶
予
制
度
」
が
あ
り
、
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。（
所
得
額
が
決
定
す

る
７
月
以
降
）

手
続
き
の
際
に
は
、
年
金
手

帳
・
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
平
成
16
年
１
月
１
日
以
降
に
失
業

さ
れ
た
方
は
、
離
職
票
又
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
平
成
17
年
１
月
１
日
以
降
に
転

入
の
方
は
、
１
月
１
日
居
住
の
市
区

町
村
発
行
の
課
税
証
明
書
や
源
泉
徴

収
票
な
ど
が
必
要
で
す)

町
健
康
福
祉
課(

２
９
３
２)

相
馬
社
会
保
険
事
務
所

(

５
１
７
３)

国
民
健
康
保
険
加
入
者
及
び
老

人
医
療
受
給
者
で
平
成
17
年
度
の

町
民
税
が
世
帯
全
員
非
課
税
の
方

は
、
申
請
し
て
減
額
認
定
を
受
け

れ
ば
、
病
気
な
ど
で
入
院
し
た
時

に
支
払
う
食
事
代
及
び
一
部
負
担

金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

役
場
健
康
福
祉
課
に
あ
る
、
申

し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
国
民
健
康
保
険
証
（
健
康
保

険
証
）、
老
人
医
療
受
給
者
証

（
老
人
医
療
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
）、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課(

２
９
３
２)



・エネルギー 154ｷﾛｶﾛﾘｰ
・カルシウム 110mg
・蛋　白　質　5.7g ・塩分　0.9g

（直径2.5cm 約10コ分）
・白玉粉　80g ・かぼちゃ 80g ・木綿豆腐　1/6丁
・スキムミルク 20g ・お湯　40ml ・チーズ 20g
Ａ(・砂糖　大さじ１　・しょうゆ 大さじ１

・片栗粉　大さじ1/2 ・水　100ml)

①白玉粉にお湯で溶いたスキムミルクを少量ずつ加え、ねりつぶす。
②かぼちゃは蒸して皮をむきつぶす。
③木綿豆腐はさっとゆでてザルにあげ、水気をよく切っておく。
④チーズは細かく切っておく。
⑤②、③が熱いうちに①と合わせ、ねり混ぜる。
⑥耳たぶくらいの軟らかさになったら、だんご状にし、④のチーズの

中に入れ丸める。
⑦沸騰したたっぷりの湯に⑥を入れゆでる。浮きあがってきたら水を入

れたボールにいれ、ザルにあが水気をよく切って、器に盛りつける。
⑧Ａの調味料を全部まぜ合わせ、弱火でとろみがつくまで加熱し、だ

んごにかける。

時間をおいても固くならず、子どもからお年寄りまで喜ばれるお
やつです。白玉粉が溶けにくいときには、ミキサーにかけるとまぜ
合わせやすいと思います。

カルシウムと食物繊維が多く含まれた体によいおやつです。３度
の食事ではカルシウムがとりづらい方には、おすすめのおやつです。

111

相
馬
看
護
学
校
の
３
年
生
で
す
。

現
在
、
看
護
師
を
め
ざ
し
て
勉
強
中

で
す
。

音
楽
鑑
賞
で
す
。邦
楽
が
好
き
で
す
。

芸
能
人
で
言
う
と
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の

草
　
剛
さ
ん
の
よ
う
な
人
。
ま
た
、

や
さ
し
く
て
、
あ
い
さ
つ
の
で
き
る

人
で
す
。

町
に
大
き
な
病
院
や
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
屋
さ
ん
も
ほ

し
い
で
す
ね
。

７月11日に行われた
３歳児健診で、虫歯０

（ゼロ）の子供は18人
中11人でした。

◆

７
月
15
日
、
釣
師
浜
海
水
浴
場

の
海
開
き
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
梅
雨
明
け
前
の
行
事
の

た
め
雨
模
様
の
中
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、今
年
は

す
ば
ら
し
い
晴
天
と
な
り
ま
し
た
。

期
間
中
の
安
全
祈
願
や
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
は
、
浜
保
育
所
の
児
童

も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
は
、
当
日
、
町
内

の
小
学
校
の
児
童
が
釣
師
浜
の
海

岸
清
掃
に
汗
を
流
し
て
く
れ
た
こ

と
で
し
た
。

新
地
町
が
他
に
誇
れ
る
貴
重
な

自
然
。
海
も
山
も
私
た
ち
の
大
切

な
財
産
で
す
。
み
ん
な
で
こ
れ
ら

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
暑
い
夏
が
予
想
さ
れ
来

場
者
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

し
ん
ち
の
青
い
海
、
き
れ
い
な

砂
浜
、
そ
し
て
安
全
で
快
適
な
海

水
浴
場
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

昭
和
38
年
に
多
摩
精
密
㈱
と
し
て

操
業
を
開
始
し
、
平
成
14
年
に
、
同

じ
シ
チ
ズ
ン
時
計
グ
ル
ー
プ
の
上
尾
精

密
㈱
と
の
合
併
に
よ
り
上
尾
精
密
㈱
相

馬
事
業
所
と
な
り
ま
し

た
。
主
要
製
品
は
、
シ

チ
ズ
ン
時
計
の
完
成
時

計
・
ケ
ー
ス
・
バ
ン

ド
・
針
・
表
面
処
理
を

は
じ
め
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

電
波
時
計
の
主
要
エ
レ

メ
ン
ト
な
ど
で
す
。
廉
価

品
市
場
と
高
級
品
市
場

と
い
う
二
極
化
が
進
む

中
で
、
高
級
品
市
場
へ

の
完
成
品
組
み
立
て
を

含
め
た
国
内
に
お
け
る
腕
時
計
生
産
の

中
核
を
相
馬
事
業
所
は
担
っ
て
い
ま

す
。美

し
く
複
雑
な
曲
線
と
鏡
の
よ
う
な

輝
き
を
持
つ
「Japan

M
ade

」
腕
時
計

は
、
最
先
端
の
機
械
設
備
と
熟
練
の
職

人
の
技
が
融
合
し
て
は
じ
め
て
生
ま
れ

ま
す
。

ま
た
、約
20
数
年
前
、ま
だ
チ
タ
ン
素

材
の
製
品
が
市
場
に
出
回
っ
て
い
な
い

頃
か
ら
、チ
タ
ン
の
加
工
を
行
っ
て
お

り
、そ
の
蓄
積
さ
れ
た
加
工
技
術
は
自

社
の
最
も
誇
れ
る
技
術
で
す
。

最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し

て
、
美
し
く
、
強
く
、
そ
し
て
人
に
や

さ
し
い
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
製
品
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

所 在 地　新地町駒ヶ嶺ソリ畑11-1
資 本 金　4,500万円
従業員数　160名
敷地面積　14,296㎡
主要品名　腕時計・部品、精密金型、治工具

類・精密工作機械の製造・販売

日本一の時計一貫生産体
制の拠点として“厳しさ・
達 成 感 ・ 誇 り”を持 ち

「Japan Made のモノ創り」を
皆様の新地町より全世界に
送り届けております。



再生紙使用

ち

き
ゅう
にやさし

い

◆先月号で掲載した新地高校野球部の県大会を応援に行
きました。応援席には、新地高校全校生徒と保護者の方々
で結成された応援団から熱いエールが送られていました。
◆試合は、序盤から新地高校の苦しい展開が続いていまし
たが、最後まであきらめずに戦う選手たちの姿に胸を打た
れました。残念ながら、試合には敗れてしまいましたが、
今大会までチームを引っ張ってきた、３年生の想いは、確
実に後輩たちに引き継がれたはずです。また、来年の大会
に向けて、ガンバレ新地高校野球部。 （健）

（平成１７年６月２１日～平成１７年７月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

（子供） （親） （地区）

渚
な

奈
な

齋藤慎太朗・洋　美 杉　目

美
み

里
さと

加藤　広幸・春　美 小　川

杏
もも

栞
か

伊藤　貴祥・真由美 今　神

真莉子
ま り こ

矢沢　剛之・麻　子 小　川

釣師浜海水浴場で海開きが７月15日、快晴の中、関係
者約50人が出席して行われました。

当日は、期間中の安全を祈願する神事の後、浜保育所
の園児達も参加してテープカットが行われました。

また、第４回ビーチバレー福島県大会・全日本ビーチ
バレージャパンジュニア福島県大会が７月24日、海水浴
場北側で行われ県内各地から32チームが出場し熱戦が繰
り広げられました。

釣師浜海水浴場の開設期間は、８月15日 までで、期
間中は常時、監視員が安心・安全な海水浴場の運営に努
めています。

（死亡者） （年齢） （地区）
佐藤　　力 ８７歳 埒　浜
水戸　　武 ７６歳 新地町
和田　幸子 ５７歳 釣　師
遠藤　フミ ９４歳 岡
渡部　　潔 ７４歳 杉　目
森　　七郎 ７９歳 釣　師
渡邊　義光 ７５歳 大山田
村上　正雄 ８３歳 新　町




